








その他のタイトル L'influence du scepticisme ancien sur la









































ンソワ・ド・ラ・モット・ jレ・ヴァイエ (Francoisde La Mothe Le Vayer 
1588-1672)の言説を検討し、第二節ではラ・モット・ル・ヴァイエを対立車1
として、デカルトの思想形成に影響を与えたと思われるピエール・シャロン





















































近世フランス哲学における古代懐疑主義の影響(上) (19) 88 
準備として位置づけられる。
f私たちのエポケーの目的は私たちにすべての情念において理性的な穏





































































































soi， Liberte d'esprit nette et genereuse， Suivre nature， Vrai contentement) J 
(1， Prei.， p. 3.)および知恵の土台であって人間における善の核心をなす「誠
実さ (prud'homie)(26) Jについての考察がシャロンの主要な課題の一つであ
った。そしてとりわけ「理性の命令に従う、まっすぐで堅!誌な意志の態勢(une
droite et ferme disposition de la volonte， a suivre le conseil de la raison) J 






性 (entendement)、記'1意 (memoire)、想像力 (imagination) は我々
から奪われ、我々を悪い状態に変化させ、また多くの偶然的な出来事に






























ころの決断と静止との宙吊り状態 (surseance)である。J(2， 2， p.399) 







いうことをただ一つ私は知る J(solum ce1プumnihil esse certi， hoc 















や信念、病気から裸にしなければならない (bienpreparer notre ame a 
Dieu， et a l'impression du S. Esprit， il la faut vider， nettoyer， depouiller， 





ばならない (pourse preparer a cette revelation， ilfaut auparavant 
renoncer et chasser toutes opinions et creances， dont l'esprit est deja 
anticipe et abreuve)。そして人をアカデメイア派やピュロン主義者の
ようにすることで、天から送られたものとしてキリスト教の精神の原理
を示さねばならない (rendules hommes comme Academiciens et 
Pyrrhoniens， faut proposer les principes de la Chretiente， comme 
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(11 デカルトの著作からの引rI'Jは、 (suvresde Descartes， ed. par Adam， Ch. er Tannery， 
P.， nouvelle presentarion. Paris : ].V rin. 1964-1974/1996に拠り、ローマ数字で巻数を、ア
ラビア数字で頁数を明示する。
C!) Popkin (2003)， p.144. 
II Paganini (2008)， pp. 231-241 
1'1) 反対に、復興した古代懐疑主義を対立車1としてデカルトのテクストを解釈することに































わけです。J(A T. VII. 550) 
iB) 赤木 11(:1三氏は、 I~l El:J思想家たちの思想を総合的に論じることのi主!鄭を感じている。彼
によればその実態は多猿多様で、あって、たとえばテオフィル (Theophilede Viau : 1590-
近世フランス哲学における古代懐疑主義の影響 u二) (29) 78 
1626) らの詩人たちに代表されるルネサンス思想の体現者、ラ・モット・ lレ・ヴァイエの







(11) Popkin (2003)， p.85 
(1) 1コopkin(2003)， p.86 
1:0 型}Ili奇(1959)はラ・モット・ル・ヴァイエが、ピュロン主義を徹)まするならば宗教がJ
な信念についても判断保留を行わねばならず、しかしキリスト教徒であるならばその教義
を絶対的な信念として受け入れねばならないという棋本 J'I/~ な矛盾に陥ったと分析する。 f対
話篇j等に表されたi9JUJ思想にはピュロン主義的な色彩が浪ーく現れているが、 riM:筒形式






II:i) ラ・モット・ル・ヴァイエのテクストは Dialoguesβutsa l 'inu!(Juon des ancieJls， texte 




下の三点であると忠われる。一つi目ヨに、 '1様i懐襲疑主義者の!自iヨ!i'的'1泊i均守は l'判iド問:司リ断{保1足:官留~ (エホポ。ケ一)川Jカか、
ら実現される「内げ?青1¥
1立'J.υ とそれによる言i論?論命の石石訂砧確i'{l在ú 実↑性~!生!七:(1信言!沼t担1性) の「円f結;占;抗」 を通じて迷}成或されること (伊PH一-1.: 1-4) 0 











































1り) PH.: 1“12 
(~II) セクストスによればまさしくこの点こそが、ピュロン主義と新アカデミ一派を区加す
る特徴である (PI-I， : 1-33)。そして基本1'1せにはデカルトを合めた 17世紀の著作家たちもセ
クストスによるこのIRiJIJを出庁捜しているとされる(I<.ambouchner(2005). p. 98.)。
は1{ 11:1:1 (2004). p. 150 
(:!:!) 11=1:r (2004)， p.160 





による。 Charron([1960J1979)， pp. 23-45を参照のこと。
I:!'i) i'9JIT[i:について.1 (1， Pref. pp. 31-33)。なお、シャロンのテクストは Dela Sagesse (ed 
de 1604)， texte revu par De Negri， B.， < Corpus des白 uvresde philosophie en langue 
francaise >， Paris : Fayard， 1986を使用し、アラピア数字で巻数、章番号および]支数を付す。
また、テクストからの引用に際してはフランス語を現代語表記に改めた。
I:!lil prud'homieの規定については以下の街Elrも参照のこと。「人間の内にあるすべての善
については、prud'homItきが第一のものであり原理!であるJ(1， 17， p.151)0 Iそれゆえここで、
prud'homi(ヨ(それは知恵の土台で、あり ijql!である)は自然に、言い換えれば班性に追従するj
(2， 3， p. 429)。
{'27i この点については、 Gaiu(2010)， pp. 270-278を参照のこと。
(制打、Il~ιについてJ (1， 14， p.132.) 
(~9) シャロンにおける'懐疑論およびストア主義と倫理Hとの関係については、 Adam
(1991-a)， p.51. 101-102 ; Adam (1991-b)， p.275 ; Charro!1 ([1960J1979)， p.110， 118， 121-
近i止フランス哲学における古代懐疑主義の影響(上) (31) 76 
122，128-129; Horowitz (1974)， p.208.を参照のこと。
(泊) r知恵についてJ(2， 2， p.388) 









(J1J Popkin (2003). pp. 57-61および葉狩(1993).p.11
制限f1TE.についてJ(2. 2. p. 385) 
(尚j 懐疑主義的態度を巡るシャロンとデカルトの連続と断絶に言及した先行研究について
は、特に Popkin(1954)、MaiaNeto (2003)、Paganini(2008). pp. 241-248.を挙げること
ができる。
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